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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
視
察
研
修
を

重
ね
、
平
成
十
四
年
に
本
格
的
に

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

十
四
・
十
五
年
度
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
人
の
作
家
を
招
き
、
清
瀧
区

に
設
け
た
ア
ト
リ
エ
（
工
房
）
で

創
作
活
動
を
実
施
。
完
成
し
た
作

品
は
、
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
な

ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
作
家
の
滞
在
期
間
中
に
は

創
作
の
様
子
を
自
由
に
見
学
し
て

も
ら
お
う
と
ア
ト
リ
エ
を
開
放
し

た
ほ
か
、
作
品
の
説
明
会
や
小
学

校
へ
出
向
い
て
の
創
作
教
室
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

三
回
目
と
な
る
今
年
は
、
美
術

系
大
学
院
生
に
限
定
し
て
作
家
を

公
募
。
応
募
の
あ
っ
た
十
五
人
か

ら
五
人
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

創
作
の
場
に
は
、
公
民
館
や
集

落
セ
ン
タ
ー
を
使
用
。
作
家
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
と
は
、
芸
術
家
が
地
域
に

一
定
期
間
滞
在
し
、
そ
の
土
地
に

住
む
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
創

作
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

普
段
の
生
活
と
は
異
な
る
環
境

が
作
家
に
刺
激
を
与
え
、
創
作
活

動
の
新
た
な
方
向
性
を
模
索
す
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
受
け
入
れ
る
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
も
、
身
近
で
作
品
の
制

作
過
程
を
見
る
こ
と
や
、
作
家
と

交
流
し
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
、
芸
術
的
な
感
性
を
高
め

る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
十
三
年

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
計
画
や
運
営
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会
へ
委
託
。
実
行
委
員
会
で
は
、

　

芸
術
家
が
市
内
に
滞
在
し
て
創
作
活
動
を
行
う

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
大

野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
」。
三
回
目
と
な
る
今
年
は

全
国
か
ら
五
人
の
作
家
が
参
加
し
、
水
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

創
作
通
し
地
域
と
交
流

第２回作品
「水の瞳」大森悟作

実
行
委
員
会
を
中
心
に

若
手
作
家
が
地
域
に
密
着

A R T I S T  I N  R E S I D E N C E

第３回大野アートウエーブ
第１回作品
「トキノウロコ」岩本宇司作

第２回作品
「光水球子」松藤孝一作

第２回作品
「水の瞳」大森悟作

第１回作品
「トキノウロコ」岩本宇司作

第２回作品
「光水球子」松藤孝一作

第１回作品
「ＣＩＲＣＬＥ（サークル）」湊谷源邦作
第１回作品
「ＣＩＲＣＬＥ（サークル）」湊谷源邦作
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池
亀
さ
ん
は
、
八
月
か
ら
九
月

に
か
け
て
、
五
箇
公
民
館
を
拠
点

に
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
知
ら
な
い
土
地
で
自
分
の
作

品
を
発
表
し
た
い
と
思
い
応
募
し

ま
し
た
。
滞
在
し
た
勝
原
は
と
て

も
自
然
が
豊
か
で
、
地
元
の
人
た

ち
か
ら
は
、
自
然
に
育
ま
れ
た
心

の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
散
策

中
に
立
ち
寄
っ
た
イ
ト
ヨ
の
里
で

『
天
然
の
き
れ
い
な
水
や
、
優
し

い
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
水
は
、
美

し
い
結
晶
を
作
る
』
と
書
か
れ
た

本
を
見
つ
け
、
自
分
な
り
に
想
像

し
た
大
野
の
水
の
結
晶
を
作
品
に

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
人
が
生

き
て
い
く
た
め
に
、
水
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
。
水
を
大
切
に

す
る
こ
と
は
、
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

作
品
を
通
し
て
、
そ
ん
な
感
覚
が

伝
わ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

金
井
さ
ん
は
、
池
亀
さ
ん
と
同

時
期
に
、
五
箇
公
民
館
を
拠
点
に

創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
こ
れ
ま
で
大
学
の
外
で
創
作

を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

新
し
い
刺
激
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

　

坂
井
さ
ん
は
、
八
月
上
旬
か
ら

今
井
集
落
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
創

作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
い
つ
も
と
違
う
環
境
で
創
作

で
き
る
こ
と
や
、
地
元
の
人
た
ち

と
触
れ
合
え
る
と
こ
ろ
が
面
白
そ

う
だ
と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

滞
在
中
は
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち

が
遊
び
に
来
て
く
れ
て
、
す
っ
か

り
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

作
品
は
、
ケ
ヤ
キ
が
力
強
く
水
を

吸
い
上
げ
る
生
命
力
を
表
現
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
、
長
く

親
し
ん
で
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
た

神
田
英
美
さ
ん
は
「
す
ぐ
に
家
族

に
解
け
込
ん
で
く
れ
た
の
で
楽
し

く
過
ご
せ
ま
し
た
。
深
夜
ま
で
作

業
す
る
こ
と
が
多
く
、
作
品
に
か

け
る
情
熱
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」

と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

応
募
し
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し

た
が
実
行
委
員
会
の
人
た
ち
や
地

域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
、

少
し
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
初
め
て
訪
れ
た
大
野
は

山
や
緑
が
印
象
的
。
昼
と
夜
と
で

ま
っ
た
く
景
色
が
変
わ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
は
、

山
に
降
っ
た
雨
が
地
下
水
に
な
っ

て
湧わ

き
出
る
、
そ
ん
な
水
の
流
れ

や
命
の
循
環
を
表
現
し
ま
し
た
。

地
元
の
人
か
ら
、
冬
に
は
雪
が
た

く
さ
ん
降
る
と
聞
い
た
の
で
、
今

度
は
雪
が
積
も
っ
た
大
野
を
見
に

来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ガラスを使った作品を創作

繊維を使った作品を創作

「樹ノ地球」坂井ヒロミ作

坂
井
ヒ
ロ
ミ
さ
ん

専
攻
・
工
芸

北
海
道
札
幌
市
出
身
（
多
摩
美
術

大
学
大
学
院
）

池
亀
は
る
み
さ
ん

専
攻
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン

兵
庫
県
神
戸
市
出
身
（
岡
山
県
立

大
学
大
学
院
）

金
井
さ
つ
き
さ
ん

専
攻
・
芸
術
教
育

兵
庫
県
神
戸
市
出
身
（
愛
知
教
育

大
学
大
学
院
）

「樹ノ地球」坂井ヒロミ作

ガラスを使った作品を創作

繊維を使った作品を創作



　

水
の
瞳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
わ

せ
、
福
井
大
学
の
堀
晴
美
さ
ん
、

三
田
村
ま
ど
か
さ
ん
、
渡
辺
裕
子

さ
ん
が
、
住
民
参
加
型
の
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

御
清
水
を
テ
ー
マ
に
映
像
作
品

を
制
作
し
た
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
提
灯
の

創
作
体
験
会
を
実
施
。
当
日
は
、

来
場
者
が
和
紙
に
書
い
た
水
へ
の

思
い
を
一
枚
ず
つ
張
り
付
け
、
大

き
な
提
灯
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

三
人
は
「
地
域
の
人
た
ち
を
主

役
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た

か
っ
た
。
創
作
に
参
加
す
る
こ
と

で
芸
術
の
魅
力
を
感
じ
、
次
に
つ

な
が
る
熱
が
生
ま
れ
れ
ば
」
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　
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第
二
回
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
招
待

作
家
の
大
森
悟
さ
ん
が
、
御
清
水

で
八
月
十
五
日
、「
水
の
瞳
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
作
品
公
開

イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

作
品
は
和
紙
を
使
っ
た
提
灯
。

事
前
に
御
清
水
周
辺
の
住
民
に
呼

び
掛
け
、
水
へ
の
思
い
を
書
き
入

れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
森
さ
ん
は
「
作
品
に
地
域
の

人
た
ち
の
水
へ
の
思
い
や
水
の
記

憶
を
映
し
出
せ
れ
ば
と
思
い
、
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
ア
ー

ト
ウ
エ
ー
ブ
の
活
動
は
、
作
品
を

残
す
だ
け
で
は
な
く
、
い
か
に
愛

着
を
持
っ
て
長
く
親
し
ん
で
も
ら

え
る
か
が
大
切
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
、
暮
ら
し
と
水
を
考
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
地
域
に
根
付
い
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
大
野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
」
の

名
称
は
、
新
し
い
ア
ー
ト
の
波
が

人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
、
波
紋
の
よ

う
に
広
が
る
よ
う
に
と
の
思
い
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
今
年
、

ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
、
作
家
と
地
域
と
の
交

流
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
三
日
、
今
井
区
を
拠

点
に
創
作
活
動
を
行
っ
た
坂
井
ヒ

ロ
ミ
さ
ん
が
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
創
作
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
六
人
の
小
学
生
が
参

加
し
、
紙
粘
土
を
使
っ
た
陶
芸
に

挑
戦
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ガ
ラ
ス

玉
を
組
み
合
わ
せ
、
思
い
思
い
の

作
品
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

紙
粘
土
で
創
作
教
室

提ち
ょ
う
ち
ん灯
に
水
へ
の
思
い

　

十
月
か
ら
は
、
阪
谷
地
区
を
拠

点
に
二
人
の
作
家
が
創
作
を
開
始

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

内
山
知
子
さ
ん

専
攻
・
造
形
表
現

新
潟
県
妙
高
高
原
町
出
身
（
新
潟

大
学
大
学
院
）

栗
山
絵
美
子
さ
ん

専
攻
・
彫
刻

三
重
県
津
市
出
身
（
沖
縄
県
立
芸
術

大
学
大
学
院
）

阪
谷
は
十
月
ス
タ
ー
ト

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
開
催

思い思いに粘土細工を楽しむ子どもたち

御清水会館で開かれた創作体験会

水への思いに見入る大森さん

人と人とをつなぐアートの波
創作教室や作品公開イベントなど

御清水会館で開かれた創作体験会

思い思いに粘土細工を楽しむ子どもたち

水への思いに見入る大森さん
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市
内
入
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

【
洋
画
】

　

文
化
協
会
賞　
　

松
村
秀
彦

　

福
井
新
聞
社
賞　

小
部
久
輝

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞　
　
　

中
村
さ
よ
子

【
日
本
画
】

　

第
二
十
五
回
記
念
大
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
道
夫

　

教
育
委
員
会
賞　

吉
田
智
惠

【
彫
塑
工
芸
】

　

市
長
賞　
　
　
　

大
町
朝
子

　

市
長
賞　
　
　
　

乾　

清
子

　

教
育
委
員
会
賞　

正
津
侑
子

　

文
化
協
会
賞　
　

安
川
三
重
子

　

福
井
新
聞
社
賞　

鳥
山
洋
子

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞　
　
　

竹
内
ち
ひ
ろ

【
書
道
】

　

第
二
十
五
回
記
念
大
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
紅
甲

　

市
長
賞　
　
　
　

野
寺
育
恵

　

教
育
委
員
会
賞　

稲
葉
青
寿

　

文
化
協
会
賞　
　

野
寺
青
楓

　

文
化
協
会
賞　
　

中
村
竹
映

　

福
井
新
聞
社
賞　

山
本
康
苑

　

福
井
新
聞
社
賞　

猪
野
祥
虹

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞　
　
　

山
田
文
子

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞　
　
　

佐
々
木
瑛
雪

【
写
真
】

　

第
二
十
五
回
記
念
大
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

永
野
隆
一

　

市
長
賞　
　
　
　

上
山
吉
治

　

教
育
委
員
会
賞　

浜
口
新
一

　

文
化
協
会
賞　
　

竹
内
利
栄

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
賞　
　
　

畑
中
利
雄

　　

無
鑑
査
委
員
特
別
賞
（
洋
画
）

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
崎
敏
雄

「
交
流
継
続
に
期
待
」

　

作
家
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
や
創

作
の
場
を
地
域
に
お
願
い
し
た
の

は
、
今
回
が
初
め
て
。
最
初
は
趣

旨
が
伝
わ
り
に
く
い
部
分
も
あ
り

ま
し
た
が
、
交
流
会
な
ど
を
開
く

中
で
、
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
の
理
念

や
目
的
が
、
少
し
ず
つ
浸
透
し
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
活

動
が
芸
術
や
創
作
活
動
を
身
近
に

感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
分

も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
人
が
増

え
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

今
回
の
取
り
組
み
で
生
ま
れ
た

つ
な
が
り
は
、
作
家
、
地
域
双
方

に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
。
今
後
も

交
流
が
継
続
し
、
ま
す
ま
す
活
動

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

ト
キ
ノ
ウ
ロ
コ

　

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
（
サ
ー
ク
ル
）

　

中
野
清
水

水
の
瞳

　

御
清
水
（
毎
年
八
月
十
五
日
に

　

公
開
予
定
）

光
水
球
子

　

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
前
「
や
す
ら

　

ぎ
空
間
」

樹
ノ
地
球

　

歴
史
民
俗
資
料
館
前

　

ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
に
関
す
る
今

後
の
予
定
や
内
容
な
ど
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

５
４
６
） 

５
部
門
に
２
１
８
点

　

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に

か
け
、
第
二
十
五
回
市
美
術
展
が

有
終
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

洋
画
、
日
本
画
、
彫
塑
工
芸
、

書
道
、
写
真
の
五
部
門
に
、
市
内

外
か
ら
二
百
十
八
点
の
出
品
が
あ

り
、
入
賞
三
十
点
と
奨
励
賞
三
十

三
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
二
十
五
回
目
を

記
念
し
、
記
念
大
賞
を
選
定
。
七

間
朝
市
の
風
景
を
描
い
た
洋
画

「
朝
市
の
小
さ
な
お
客
さ
ん
」
な

ど
五
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
連
日
、
大
勢
の
人
が

訪
れ
、
感
性
豊
か
な
作
品
を
じ
っ

く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

第25回  大野市美術展

田中　進さん
大野アートウエー
ブ実行委員会　　

　

完
成
し
た
作
品
は
市
内
に
設
置

さ
れ
、
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

市
内
各
所
に
四
点
を
常
設
し
て
い

る
ほ
か
、
御
清
水
で
は
定
期
的
な

展
示
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。
ま
た
制

作
中
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
完
成

し
た
も
の
か
ら
順
に
設
置
・
展
示

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

完
成
作
品
ま
ち
に
彩
り

特集
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2004年10月1日スタート
オートバイのリサイクル

※二輪車リサイクルマーク

　10月1日からオートバイの回収・リサイク
ルが始まりました。これは、メーカーと消費
者が協力して、廃棄物の削減と資源の有効活
用を目指すものです。今後、オートバイを廃
棄する場合は、各メーカーが公表するリサイ

クル料金（4,120円～6,800円）が必要となり
ます。なお、10月1日以降に販売されるオー
トバイは、販売価格にリサイクル料金が含ま
れています。
※原動機付き自転車もリサイクルの対象です

池田金属（株）
福井市文京7丁目23-26
（☎0776・21・3131）

中村総合解体
敦賀市鉄輪町2丁目6-7
（☎0770・22・3521）

リサイクル手続きの流れ
①廃棄二輪車取扱店
または二輪車リサ
イクルコールセン
ターに電話で相談

②廃棄二輪車取扱店または指
定引取窓口に備え付けの払
い込み票を使い、郵便局で
リサイクル料金を支払う

消費者
廃棄二輪車取扱店

リ
サ
イ
ク
ル
施
設

持ち込み 運搬

問合せ先　生活環境課（☎66・1111内線462）　二輪車リサイクルコールセンター（☎03・3598・8075）

2005年1月スタート 自動車リサイクル法
　平成17年1月から「使用済自動車の再資源
化等に関する法律」（自動車リサイクル法）
が施行されます。これは、使用済自動車（廃
車）から出る有用資源をリサイクルし、環境
問題への対応を図るための法律です。現在、

リサイクルの障害となっている「フロン類」
「エアバッグ類」「シュレッダーダスト」に
ついて、各メーカーが回収・リサイクルを行
い、必要な費用を自動車の所有者が負担する
こととなります。

問合せ先　生活環境課（☎66・1111内線462）　自動車リサイクルコールセンター（☎03・5673・7396）

リサイクル料金の支払い方法
※リサイクル料金
　おおよそ7,000円～18,000円

新車を購入する場合

自動車をすでに所有
している場合

所有する自動車を車
検前に廃車する場合

購入時

車検時
までに

廃車時

新車ディーラー

運輸支局内の窓口
や整備業者　　　

自治体に登録した
引取業者　　　　

資金管理法人
（財）自動車リサイ
クル促進センター

指定引取窓口

③オートバイと払い込み控えを持っ
て、それぞれの持ち込み先へ

　※廃棄二輪車取扱店へ持ち込む場
　合、収集・運搬料金が別途必要

持ち込み

このステッカーの張っ
てある販売店が、廃棄
二輪車取扱店です
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市職員などの給与市職員などの給与
　市職員などの給与は、地方自治法および地方公務員法の規定に基づき、市の条例で定めら
れています。平成15年度に支給された市長など特別職の報酬や手当、市職員の給料や手当、
職員数などの状況です。

●人件費の状況 （平成15年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（H16.3.31）
 39,051人

千円
14,627,674

千円
2,951,793

　
20.2％

　
20.4％

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（B/A）

Ｈ14年度
人件費率

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます

※国の数値は平成15年４月１日現在です

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している
　場合の勤務年数をいいます

●特別職の報酬等の状況 （平成16年４月１日現在）

（平成16年４月１日現在）

●一般行政職の級別職員数 （平成16年４月１日現在）

●定員の状況 （各年４月１日現在）

区　　分

一 般 行 政
特別行政（教育）
公営企業等会計
　 合　　計

243
86
28
357

243
83
30
356

234
81
30
345

Ｈ14年 Ｈ15年 Ｈ16年
職　　員　　数

※臨時・嘱託職員を除いた職員数です

区　分

区 分

区 分

市　長
助　役
収入役

議　長
副議長
議　員

908,890円
748,720円
648,760円

448,000円
377,000円
357,000円

給料月額 期末手当（15年度支給割合）

区　分 報酬月額

６月期　1.70カ月

12月期　1.60カ月

　計　　3.30カ月

●職員の平均給与月額と平均年齢

大野市
国

一般行政職 技能労務職
平均給料月額  平均年齢
312,912円   39.3歳
327,623円   40.5歳

平均給料月額  平均年齢
290,604円   45.2歳
286,340円   48.9歳

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

高校卒
大学卒

138,800円
160,200円

177,400円
199,600円

234,100円
 276,300円

397,100円
421,200円

初任給 経験5～6年 経験10～14年 経験25～29年

職員全体に占める手当支給職員の割合

支 給 総 額

職員１人当たりの平均支給年額
(管理職などを除く324人)

38.9％
（37.1％）

67,720円
（69,420円）

81,682,000円
（84,046,000円）
252,000円
（258,000円）

25種類
（25種類）

支給対象職員１人当たりの平均支給年額

手　　　　　　　当　　　　　　　数

※主な特殊勤務手当　①保育業務手当　②清掃業務手当
　③税務事務手当　④社会福祉業務手当　⑤幼児教育業務手当
　⑥大型特殊自動車運転業務手当

●職員給与費の内訳 （平成16年度一般会計予算）

（平成15年度支給割合）

（平成15年度支給割合）

給　料 計職員手当 期末・
勤勉手当

職員１人
当たり

給　　　与　　　費

※職員１人当たり給与費は、一般会計予算の職員数（319人）で
　計算しています

千円

1,214,821
（64.9％）

千円

170,403
 （9.1％）

千円

486,797
 （26.0％）

千円

1,872,021
千円

5,868

●主な職員手当の状況
（1）期末･勤勉手当

区分
６月期
12月期
計

1.55カ月
1.45カ月
3.00カ月

0.70カ月
0.70カ月
1.40カ月

2.25カ月
2.15カ月
4.40カ月

期末手当 勤勉手当 計

※職制上の段階、職務の級などによって加算措置があります

（2）退職手当

区　　分

勤 続 2 0 年
勤 続 2 5 年
勤 続 3 5 年
最高支給限度額

21.000カ月
33.750カ月
47.500カ月
60.000カ月

28.075カ月
43.335カ月
60.990カ月
60.990カ月

支　給　率
自己都合 勧奨・定年

１人当たり平均支給額 24,223,000円

（3）特殊勤務手当 （　）内は14年度

（4）時間外勤務手当 （　）内は14年度

職員数
212人
保育士・保健師
などの職および
技能職を除く

１級 
主事・技師
3人(1.4％)

９級　部長
5人(2.4%)

２級 
主事・技師
18人

(8.5％)　  
３級

主事・技師
38人
(17.9％)

　４級
主査・主事・技師
　37人
　(17.5％）

５級
係長・主査
23人
(10.8％)

  ７級
課長補佐
22人
(10.4％)

８級
課長
23人
(10.8％)

６級 
課長補佐・係長
43人(20.3％)
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始めよう！貯筋運動

2004.10　№ 187

～ちょっと気になる健康料理～
きのこご飯

（エネルギー：262㌔㌍　塩分：1.4㌘／ 1人前）
　キノコはカルシウムの吸収を助けるビタミンＤや、
美容ビタミンといわれるビタミンＢ2を多く含んでい
ます。食物繊維も多く、生活習慣病の予防や便秘解消
などにも効果があります。
①シイタケは軸を取って薄切りにする。エノキダケは
　石づきを取って半分に切る。シメジは石づきを取っ
　て小房に分ける
②キノコをなべで炒め、油が回ったら酒、しょうゆで
　味付けする。１～２分煮立ててから火を止め、ざる
　に上げて汁気を切る。汁は取っておく
③炊飯器にといだ米、塩、キノコの汁を入れ、３合の
　線までだし汁を足し、炒めたキノコを加えて炊く
④キヌサヤは筋を取って塩ゆでし、１㌢幅に切る
⑤ご飯が炊けたら軽く混ぜて器に盛り、キヌサヤを添
　えて出来上がり

材料（７人分）
生シイタケ………４枚
エノキダケ……100㌘
シメジ…………100㌘
キヌサヤ…………７枚
米…………………３合

　

ち
ょ
っ
と
の
距
離
で
も
車
に
乗
り
、
た
ま
に
階
段
を
使
う
と

息
切
れ
が
す
る
。
そ
ん
な
体
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
体
力
不
足
の
解
消
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
運
動
習
慣

が
大
切
で
す
。
さ
わ
や
か
な
こ
の
季
節
、
手
軽
に
で
き
る
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健センター（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

いっしょにやろさ！筋肉使って
『貯筋運動』

　

体
の
機
能
は
、
日
ご
ろ
か
ら
使

っ
て
い
な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
筋
肉
も

同
じ
で
、
使
え
ば
発
達
し
、
使
わ

な
け
れ
ば
衰
え
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
脚
の
筋
肉
は
衰
え
る
の
が

早
く
、
筋
力
が
弱
く
な
る
と
、
骨

や
関
節
に
負
担
が
か
か
り
、
腰
痛

や
膝
痛
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
行
に
支
障
が
出
る
こ

と
も
あ
り
、
転
倒
や
骨
折
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
貯
筋
運
動
」
は
、
筋
肉
を
鍛

え
、
将
来
に
備
え
て
蓄
え
る
取
り

組
み
で
す
。
老
化
を
な
る
べ
く
遅

ら
せ
、
年
齢
を
重
ね
て
も
健
康
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
早
め
に
貯

筋
運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

手
軽
に
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
「
ピ
ン
ピ
ン
体
操
」
を
紹
介

し
ま
す
。
使
っ
て
い
る
筋
肉
を
意

識
し
な
が
ら
、
無
理
せ
ず
、
ゆ
っ

く
り
と
行
い
ま
し
ょ
う
。

将
来
に
備
え
「
貯
筋
」

手
軽
に
ピ
ン
ピ
ン
体
操

だし汁……約500㍉㍑
サラダ油……大さじ１
酒……………大さじ２
しょうゆ……大さじ２
塩…………小さじ１弱

○
筋
肉
の
動
き
が
骨
を
刺
激
し
、

　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
合
成
し
て
強
い

　

骨
を
つ
く
る

○
骨
や
関
節
に
か
か
る
負
担
が
小

　

さ
く
な
り
、
腰
痛
や
ひ
ざ
の
痛

　

み
を
和
ら
げ
る

○
運
動
す
る
習
慣
が
身
に
付
き
、

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
な
る

　

筋
肉
は
、
継
続
し
た
運
動
と
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
よ
っ
て
作

ら
れ
ま
す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
後
に
は
、
卵
や
ダ
イ
ズ
、
魚
介

類
、
脂
肪
の
少
な
い
肉
類
な
ど
、

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
取

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を

腹
筋
運
動　

あ
お
む
け
に
な
り
、

　

ひ
ざ
を
曲
げ
て
、
へ
そ
を
の
ぞ

　

く
つ
も
り
で
頭
を
上
げ
る

屈
伸
運
動　

壁
や
机
で
体
を
支
え

　

な
が
ら
、
ひ
ざ
を
屈
伸
す
る

足
上
げ
運
動　

う
つ
ぶ
せ
に
な
り

　

あ
ご
の
下
に
両
手
を
置
い
て
、

　

片
足
ず
つ
交
互
に
上
げ
る

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
、
筋

力
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
次
の
よ
う

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
基
礎
代
謝
（
何
も
し
な
い
状
態

　

で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

　

が
大
き
く
な
り
、
太
り
に
く
い

　

体
に
な
る

筋
ト
レ
の
効
果

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）
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暮
ら
し
の

「３Ｒ」でごみを減らそう !

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

十
月
は
「
３
Ｒ
推
進
月
間
」
で
す
。
３
Ｒ
と
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）・
リ
ユ
ー
ス
（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）・
リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）
の
三
つ
の
「
Ｒ
」
を
指
し
ま
す
。
資
源
の

有
効
活
用
を
目
指
し
、
ご
み
の
減
量
や
製
品
の
再
利
用
、
不
要
に

な
っ
た
も
の
の
再
資
源
化
な
ど
を
進
め
る
取
り
組
み
で
す
。

スリーアール

３Ｒ

Ｒ

Ｒ Ｒ

リデュース
（ごみを減らそう）

リユース
ものを大切にしよう
繰り返し使おう　　

リサイクル
正しく分別し、資源
として再利用しよう（　　　　） （　　　　）

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

わ
な
く
な
っ
た
日
用
品
を
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
必
要
な
人
に
譲

る
こ
と
も
、
賢
い
リ
ユ
ー
ス
の
一

つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
不
要
に
な
っ

た
も
の
を
、
い
っ
た
ん
原
料
に
戻

し
、
再
び
資
源
と
し
て
利
用
す
る

取
り
組
み
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
費
用
や

手
間
は
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
で
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
資
源
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
瓶

　

繰
り
返
し
使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
瓶
以
外
は
、
色
別
に
収
集
・
粉

砕
さ
れ
、
再
生
ガ
ラ
ス
の
原
料
に

使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
過
程
で
色
が

異
な
る
瓶
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
が
混
ざ

っ
て
い
る
と
、
再
生
ガ
ラ
ス
の
品

質
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
瓶
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
取

っ
て
水
洗
い
し
、
色
別
・
材
質
別

に
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

缶
（
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
）

　

ス
チ
ー
ル
缶
や
ア
ル
ミ
缶
、
缶

詰
の
缶
な
ど
は
、
中
身
を
空
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー

缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
中
に

ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
大
変
危
険

で
す
。
必
ず
缶
に
穴
を
開
け
て
ガ

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）

ス
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
や
マ
ッ
ト
な
ど
、

繊
維
製
品
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ

ま
す
。
不
純
物
の
混
入
を
避
け
る

た
め
、
キ
ャ
ッ
プ
を
取
っ
て
ラ
ベ

ル
を
は
が
し
、
水
洗
い
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
プ
は

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
ラ
ベ
ル
は
燃

や
せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
。

古
紙
類

　

古
紙
類
は
、
名
刺
程
度
の
大
き

さ
が
あ
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま

す
。
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ト
紙
や
カ
ー

ボ
ン
紙
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
紙
を
取
り
除
き
、
新
聞
紙
、

段
ボ
ー
ル
、
そ
の
他
の
紙
に
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の

　

ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ト
紙
、
カ
ー

　

ボ
ン
紙
、
油
紙
、
防
水
加
工

　

紙
、
感
熱
紙
、
写
真
、
シ
ュ

　

レ
ッ
ダ
ー
く
ず
、
紙
コ
ッ
プ

　

な
ど
ワ
ッ
ク
ス
加
工
さ
れ
た

　

も
の
な
ど

紙
容
器
類

　

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
紙
容
器
類

は
、
洗
っ
て
切
り
開
き
、
乾
か
し

た
も
の
を
紙
ひ
も
で
束
ね
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
各
地
区
の
集
落

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
な
ど
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
デ
ュ
ー
ス
と
は
、
ご
み
の
排

出
量
そ
の
も
の
を
減
ら
す
取
り
組

み
で
す
。
も
の
を
買
う
と
き
に
、

ご
み
が
増
え
な
い
よ
う
考
え
て
選

ぶ
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

▼
不
要
な
も
の
を
買
わ
な
い

▼
商
品
は
な
る
べ
く
簡
易
包
装 

　

の
も
の
を
選
ぶ

▼
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
は
詰
め 

　

替
え
で
き
る
も
の
を
選
ぶ

▼
買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持 

　

参
し
、
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
い

　

リ
ユ
ー
ス
と
は
、
一
度
使
っ
た

も
の
を
繰
り
返
し
使
用
す
る
取
り

組
み
で
す
。
製
品
を
原
料
に
戻
さ

ず
使
用
す
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

よ
り
も
経
費
を
抑
え
ら
れ
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ビ

ー
ル
瓶
や
一
升
瓶
と
い
っ
た
、
洗

浄
し
て
何
度
も
使
え
る
「
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
瓶
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
着
な
く
な
っ
た
服
や
使

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
量
）



その５その５

　

四
十
歳
未
満
で
、
新
た
に
農
業

に
取
り
組
む
意
欲
と
能
力
の
あ
る

人
に
対
し
て
、
初
期
の
経
営
に
か

か
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
奨

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
を
受
け
る
に
は
、
「
就
農

計
画
書
」
の
写
し
を
添
え
て
申
請

が
必
要
で
す
。
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大野盆栽会

　

会
員
の
親
ぼ
く
や
技
術
研
修
も

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

奥越地区中学校陸上競技大会
 (奥越ふれあい公園)

　

大
野
盆
栽
会
は
、
趣
味
で
盆
栽

に
取
り
組
ん
で
い
た
人
た
ち
が
、

十
一
月
に
柳
廼
社
で
行
わ
れ
て
い

た
盆
栽
の
展
示
会
に
み
ん
な
で
出

展
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
一
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
会
員
は
女
性
九
人
を
含
む

二
十
八
人
。
五
十
代
か
ら
六
十
代

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
年
十
一
月
一

日
か
ら
三
日
に
行
わ
れ
る
市
総
合

文
化
祭
へ
の
出
展
。
そ
の
出
展
を

目
標
に
、
春
と
秋
の
年
二
回
、
展

示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
秋

は
、十
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で「
秋

期
盆
栽
・
山
野
草
展
示
会
」
を
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
オ
で

開
く
予
定
で
、
張
り
切
っ
て
準
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
の
連
休
明
け
か
ら

終
わ
り
に
か
け
て
、
有
終
会
館
や

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
も
作
品
を

展
示
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

「
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
会

員
同
士
が
親
ぼ
く
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
展
示
会
の
見
学
や
技
術

研
修
会
、
新
年
会
な
ど
二
カ
月
に

一
回
は
集
ま
れ
る
企
画
を
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
喜
ん

で
参
加
し
て
く
れ
ま
す
よ
」

と
会
長
の
川
崎
務
さ
ん
。

　

盆
栽
は
、
鉢
を
大
き
く

す
る
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て

育
っ
て
し
ま
う
た
め
、
小

さ
め
の
鉢
で
〝
い
じ
め
〞

な
が
ら
育
て
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
の
こ
と
。
そ
う

す
る
こ
と
で
枝
が
育
ち
、

幹
肌
に
老
木
感
の
出
た
盆

栽
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

「
盆
栽
は
ち
ゃ
ん
と
手

入
れ
す
れ
ば
、
理
想
の
木

に
な
る
し
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
話
を
す
る
だ
け
で

も
生
き
が
い
を
感
じ
る
。

一
度
展
示
会
を
見
に
来
て
も
ら
っ

て
、
盆
栽
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
会

員
の
皆
さ
ん
。

　

会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
費
は
月
五
百
円
（
女
性

は
半
額
）。
詳
し
く
は
川
崎
さ
ん

（
☎
66
・
４
０
４
２
）
ま
で
。

新
規
就
農
促
進
対
策

区　分 対　象　者 支　給　額

研　　修
奨 励 金

非農家出身
１年目　15万円
２年目　10万円
３年目　５万円

兼業農家出身 １年目　15万円
専業農家出身 １年目　５万円

住宅確保
助 成 金

近隣市町村
以外出身　

家賃の２分の１以内 
（限度額４万円）

奨励・助成金の額（1カ月当たりの金額） 補助制度　　
　　あれこれ

　

ま
た
、
近
隣
市
町
村
以
外
の
出

身
者
に
対
し
て
、
住
宅
確
保
に
必

要
な
家
賃
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

有
機
堆た
い

肥ひ

の
購
入
や
堆
肥
散
布

の
委
託
に
補
助
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人
か
市 

　

内
で
耕
作
を
営
む
農
業
者
や
農 

　

業
者
で
組
織
す
る
営
農
集
団

補
助
内
容
（
支
払
い
時
に
割
引
）

①
市
有
機
堆
肥
製
造
施
設
で
製
造 

　

さ
れ
た
有
機
堆
肥
の
購
入
費
用

②
①
で
購
入
し
た
堆
肥
の
散
布
を

　

テ
ラ
ル
越
前
農
業
協
同
組
合
か

　

農
事
組
合
法
人
ソ
イ
ル
に
委
託

　

し
た
時
の
委
託
料
金

補
助
限
度
額（
一
立
方
㍍
当
た
り
）

▼
堆
肥
の
購
入　

二
千
円

▼
堆
肥
散
布
の
委
託　

五
百
円

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
認
定
を
受

け
た
、
有
機
農
産
物
を
生
産
す
る

農
家
を
増
や
す
た
め
、
認
定
費
用

か
監
査
費
用
の
二
分
の
一
を
助
成

し
ま
す
。（
限
度
額
五
万
円
）

※
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
・
・
・
農
林
物
資
の 

　

規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正

　

化
に
関
す
る
法
律

申
込
・
問
合
せ
先　

農
政
課
農
業

　

振
興
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
３
１
８
） 

環
境
に
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　

農
業
推
進

有
機
農
業
推
進
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　10月に開かれる「三大朝市物産
まつり」は、今年で20回目。記念
イベントとして、マグロの解体シ
ョーや輪島朝市の初出荷などを予
定しています。
　そのほかにも、大野の里芋やサ
ツマイモをはじめ、北海道三石町
など市と友好関係のある市や町の
特産品が所狭しと並びます。茶屋
では、そばやカニ鍋なども食べら
れます。ぜひお出掛けください。
開催日時 
●23日㊏　午前10時～午後４時
●24日㊐　午前７時～午後１時

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
に
大

阪
府
で
行
わ
れ
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
第
四
回
全
日
本
中
学
男
女
大

会
女
子
の
部
に
、
市
内
の
中
学
生

三
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
の
は
、
投
手
の
乾
川

美
優
さ
ん
、
サ
ー
ド
を
守
る
長
崎

理
恵
さ
ん
、
そ
し
て
外

野
手
の
伝
坂
愛
さ
ん
。

　

三
人
は
七
月
末
、
県

内
十
一
校
の
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
員
で
編
成

さ
れ
た
「
福
井
ド
リ
ー

ム
ズ
」
の
十
七
人
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
自
分
が

選
ば
れ
た
と
聞
い
た
時

は
、
と
て
も
驚
い
た
そ

う
で
す
。

　

限
ら
れ
た
練
習
時
間

の
中
で
、
他
校
の
生
徒

ら
と
連
携
プ
レ
ー
な
ど

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

「
厳
し
い
練
習
に
つ

い
て
い
く
だ
け
で
精
一

杯
で
し
た
が
、
自
分
な
り
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。
選
ば
れ

た
メ
ン
バ
ー
は
、
プ
レ
ー
が
と
て

も
う
ま
く
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
伝
坂
さ
ん
。

　

三
人
と
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始

め
た
の
は
、
中
学
生
に
な
っ
て
か

ら
だ
そ
う
で
、
長
崎
さ
ん
は
「
小

学
校
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し

た
の
で
、
中
学
校
で
は
違
う
競
技

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
初
戦
に
大
阪
府
代
表

の
柏
田
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
ま
し
た

が
、
０
対
５
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
、
先
発
の
マ
ウ

ン
ド
に
立
っ
た
乾
川
さ
ん
は
「
県

大
会
で
覚
え
た
ス
ロ
ー
ボ
ー
ル
も

使
っ
て
、
い
ろ
ん
な
バ
ッ
タ
ー
と

対
戦
で
き
た
の
で
、
悔
い
は
な
い

し
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
る
か
ど
う
か
は
ま

だ
決
め
て
な
い
け
ど
、
や
り
た
い

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
」
と
前
向
き

な
気
持
ち
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
通
じ

て
、
他
校
の
生
徒
と
仲
良
く
な
れ

た
し
、
み
ん
な
で
や
り
遂
げ
る
大

切
さ
を
学
ん
だ
。
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
三
人
は
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　８年の歳月をかけて編集、今年７月に自費出版し
た冊子を紹介します。
　終戦後間もなく決定された塚原野の強制買収やそ
の後の農地買収問題に対し、代表者たちが一丸とな
り反対した様子から富塚区誕生に至るまでの経緯、
今後の農業の行方に対する不安などを記述した１冊
です。後世に残したいとの編者の気持ちから出版し
たものです。
　冊子後半の資料「日本の農業と政治の流れ」と比
較しながら読むことをお勧めします。

　

新

着

図

書

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

太
陽
と
毒
ぐ
も
（
角
田
光
代
）
グ

ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
（
伊
坂
幸
太
郎
）

魂
の
レ
ッ
ス
ン
（
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ

ル
）
た
だ
風
が
冷
た
い
日
（
北
方

謙
三
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

死
の
壁
（
養
老
孟
司
）
宿
福
の
梅

ば
な
し
（
乗
松
祥
子
）
絵
本
を
み

る
眼
（
松
居
直
）
世
界
中
の
息
子

た
ち
へ
（
堤
江
実
）

【
児
童
図
書
】

あ
そ
び
の
レ
シ
ピ
（
鈴
木
洋
子
）

お
父
さ
ん
の
ｅ
メ
ー
ル
（
奥
田
継

夫
）
ル
チ
ア
さ
ん
（
高
楼
方
子
）

さ
よ
な
ら
の
日
ま
で
に
（
宮
川
ひ

ろ
）
ぼ
う
し
や
モ
ミ
ノ
さ
ん
と
ふ

し
ぎ
な
ほ
う
き
（
山
本
和
子
）
ダ

ヤ
ン
と
タ
シ
ル
の
王
子(

池
田
あ

き
こ
）

【
絵
本
】

こ
い
ぬ
の
う
ん
ち
（
ウ
ォ
ン
・
ジ

ョ
ン
セ
ン
）
お
そ
ら
に
は
て
は
あ

る
の
？
（
佐
治
晴
夫
）
ぜ
っ
た
い

が
っ
こ
う
に
は
い
か
な
い
か
ら
ね

（
ロ
ー
レ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド
）
私

を
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
れ
て
っ
て
（
永

沢
ま
こ
と
）

　

そ
の
他
、
三
百
六
十
二
冊
入
り

ま
し
た
。

斎藤智英　編集・発刊

　『小さな集落の誕生
 　－大野市　富塚集落－』

問合せ先　七間朝市振興協議会
　（☎69・9520：月～金、午前中）

昨年の三大朝市物産まつり

ソフト県選抜で、全国大会に出場

左から

伝坂　愛さん　　乾川美優さん　　長崎理恵さん
（上庄中３年）　　　（陽明中３年）　　　（陽明中３年）



読書講演会（９月12日） 話題の広場
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　８月から９月にかけて、図書館で本にまつわる講演
会が開かれました。児童文学作家の斎藤惇

あつ

夫
お

さんは、
子どもに本を読んで聞かせることの大切さを学校関係
者や保育士などに語りました。郷土歴史家の上坂紀夫
さんは、「日本を終戦に導いた岡田啓介」と題し、自分
の著作にまつわるエピソードを話しました。

一日も早い全線復旧を

　楽しく学ぶことを目的に市民学校が開校し、開校
式と１回目の講義が９月11日、有終会館で開かれま
した。１回目のテーマ「福祉のまちづくり・ボラン
ティア活動・生涯学習」には、市民約60人が参加。
市民学校は、来年３月まで月２～３回のペースで開
催されます。

市民学校スタート

　９月11日に越前大野－美山駅間などの一部区間で
運転が再開されたＪＲ越美北線。その運行に先駆け
て８月29日、沿線住民ら約130人が参加して、線路
沿いに生えた雑草の草刈りやごみ拾いなどの奉仕作
業を行いました。参加者は、一日も早い全線復旧を
願い、作業に励んでいました。

読
書
の
秋
へ
講
演

読み聞かせ講演会（８月27日）

読書講演会（９月12日）



あやつり人形作りに夢中

編集作業に四苦八苦

話題の広場
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話題の広場

　8月28日、29日に「チルドレンズ・ミュージアムin
おおの」が有終会館で開かれ、遊んで学べる展示コー
ナーや工作教室などに約500人の子どもたちが参加し
ました。10月９日、17日、31日には「子ども朝市」
が開かれます。まめ記者６人が編集した「子ども広報・
まめ記者参上！」もぜひご覧ください。

身近な話題をお知らせください。

おおの子どもサマーフェスタ

　「第25回チャリティーショー」が８月22日、文化会館
で開かれました。太鼓や歌、踊りなど盛りだくさんの内
容に、午前と午後合わせて約1000人が入場し、大きな
拍手や声援を送っていました。例年、入場料など収入の
一部は、市や福祉関係団体などに寄付されています。

太鼓や歌などショーに歓声

　夕風涼しい平蔵で８月29日、「木のぬくもりぬ
くぬくコンサート」が開かれました。大野市出身
の羽生尚代さんによるファゴットとバイオリン、
ピアノの合奏に、会場に詰めかけた約100人は、
うっとり聞き入っていました。

ファゴットの音色にうっとり

　９月12日、有終西小学校で「チャレラン大会」が
開かれました。チャレランとは、チャレンジランキ
ングの略で、子どもたちがいろんな遊びに挑戦し、
チャンピオンを目指すものです。空き缶つみやぞう
きんがけ20㍍走など８種目に児童約70人が参加。
自己記録の更新を目指し、何度もチャレンジしてい
ました。

いろんな遊びに挑戦

編集作業に四苦八苦

あやつり人形作りに夢中



日時　11月７日㊐（雨天決行）　午前８時～受け付け開始
会場　日本陸連公認　大野ハーフマラソンコース
種目【２㎞】小学親子（１～４年）、小学男女（４年生以上）
　　【３㎞】中学男女、一般男子（50歳以上）、一般女子（30歳以上）
　　【５㎞】一般男子（29歳以下・30歳代・40歳以上）、一般女子
　　【10㎞・ハーフ】一般男子、一般女子
参加資格　小学生以上（18歳未満は保護者の同意が必要、年齢は大会当日
　が起算日）※親子の部は親（祖父母可・兄弟不可）１人と子ども１人
参加料　親子の部＝1100円　小・中学生＝500円　高校生＝600円　一般
　＝1100円（傷害保険料を含む。記録集が不要な場合は100円減額）
申込締切日　10月15日㊎（郵送の場合は当日消印有効）
申込方法　所定の振込取扱票に必要事項を記入の上、参加料を添えて郵便
　振替で申し込み（70円の手数料が必要）
申込・問合せ先　大野・勝山地区広域行政事務組合
　〒912－0084　大野市天神町1－19（☎66・6690）

　

平
成
17
年
に
行
わ
れ
る
「
第
20

回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０

５
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
ぎ
ゅ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　

は
じ
ま

り
」
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
10
日
㊐
午
後
３
時
開

　

場　

３
時
30
分
開
演

場
所　

文
化
会
館

出
演
者　

ザ
・
ル
ー
ズ
ド
ッ
グ
ス
、

　

ク
ー
ル
ジ
ョ
ー
ク
（
福
井
県
出

　

身
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）
ほ
か

入
場
料　

無
料
（
申
し
込
み
必
要
）

申
込
方
法　

携
帯
電
話
で
専
用
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

※http://gyutto.org

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振

　

興
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
６
）
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10月

対
象　

越
前
大
野
駅
で
通
勤
定
期

　

券
や
回
数
券
、
５
人
以
上
の
団

　

体
で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
額

①
通
勤
定
期
券　

利
用
区
間
の
購

　

入
費
の
２
割

※
６
カ
月
定
期
券
は
１
割

②
回
数
券　

利
用
区
間
の
購
入
費

　

の
３
割

③
団
体　

利
用
区
間
の
運
賃
の
５
割

申
請
方
法
（
申
請
時
に
印
鑑
と
郵

　

便
局
以
外
の
通
帳
が
必
要
）

①
通
勤
定
期
券　

定
期
券
の
有
効

　

期
間
終
了
後
１
年
以
内
に
、
定

　

期
券
を
提
示

②
回
数
券　

購
入
日
よ
り
１
年
以

　

内
に
、
回
数
券
の
最
終
券
（
表

　

紙
）
を
提
示

③
団
体　

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ

　

れ
る
証
明
書
を
提
示

※
証
明
書
の
発
行
で
駅
の
窓
口
が

　

込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

乗
車
券
は
な
る
べ
く
前
日
ま
で

　

に
購
入
し
ま
し
ょ
う

申
請
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
３
）

　

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
免
除
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

半
額
免
除
を
受
け
た
場
合
、
残

り
の
半
額
（
６
６
５
０
円
）
を
納

め
な
い
と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給
資
格

期
間
や
年
金
額
に
影
響
し
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
。
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

納
付
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

福
井
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０
７

７
６
・
23
・
１
０
０
２
）
ま
で
再

発
行
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

対
象　

１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

　

い
て
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
治
療

　

で
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

６
カ
月
以
上
、
入
院
や
通
院
を

　

継
続
し
て
い
る
人
ま
た
は
継
続

　

す
る
見
込
み
の
人

申
請
期
限　

10
月
29
日
㊎

申
請
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

日
時　

10
月
10
日
㊐
午
後
１
時
30

　

分
〜

場
所　

図
書
館

内
容　

日
本
茶
レ
ッ
ス
ン

講
師　

五
井
美
紀
さ
ん
（
日
本
茶

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
料　

１
０
０
円

問
合
せ
先　

図
書
館
（
☎
65
・
５

　

５
０
０
）

越
美
北
線
利
用
に
助
成
金

生
活
環
境
課

国
民
文
化
祭

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ブ

文
化
振
興
室

特
別
見
舞
金
の
支
給

保
健
衛
生
課

第24回奥越マラソン参加者募集

国
民
年
金
の
半
額
免
除

市
民
課

第
38
回
ハ
ロ
ー
ピ
ー
プ
ル

図
書
館

放水競技大会に声援を
　　　　　　　小雨決行

日時　10月17日㊐午前８時～
場所　真名川憩いの島
種目　小型ポンプ操法の部
　　　ポンプ車操法の部

大野地区消防本部
（☎66・0119）
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● INFORMATION

●
第
26
回
市
民
剣
道
大
会

　

日
時　

11
月
３
日
㊌
午
前
９
時
〜

　

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　

種
目　

▼
個
人
戦
（
小
学
生
、

　
　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
）

　
　

▼
団
体
戦
（
小
学
生
）

　

参
加
料　

無
料

　

申
込
締
切
日　

10
月
８
日
㊎

　

申
込
・
問
合
せ
先　

市
剣
道
連

　
　

盟
・
佐
々
木
浩
二
さ
ん
（
☎

　
　

66
・
０
５
５
５
）

●
第
10
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
大
会

　

日
時　

10
月
17
日
㊐
午
前
８
時
〜

　

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　

種
目　

▼
一
般
の
部
（
女
子
の

　
　

み
）
▼
60
歳
以
上
の
部
男
女

　

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０

　
　

円
（
保
険
料
）

　

申
込
締
切
日　

10
月
10
日
㊐

　

申
込
・
問
合
せ
先　

市
ソ
フ
ト

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

　
　

・
椙す
ぎ

田
美
枝
さ
ん
（
☎
65
・

　
　

１
９
０
５
）

　

10
月
18
日
か
ら
24
日
は
「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
官
公
署
の

仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や
意
見
、
要

望
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
日　

毎
月
第
１
・
３
木

　

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

天
神
館
（
社
会
福
祉
協
議

　

会
横
）

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

▼
吉
田
と
み
子
（
本
町
３―

１
）

　
（
☎
66
・
３
２
６
１
）

▼
三
宅
嵩た

か
し（
天
神
町
７―

４
）

　
（
☎
65
・
０
５
８
４
）

問
合
せ
先　

総
務
課
行
政
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
４
）

日
時　

10
月
９
日
〜
11
月
27
日
ま

　

で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
〜

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
以
上
の
初
心
者

※
一
般
の
人
も
参
加
可

定
員　

20
人
（
先
着
）

参
加
料　

１
０
０
０
円
（
み
ん
ス

　

ポ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料
）

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
１
３
１
１
）

日
時　

10
月
17
日
㊐
午
前
９
時
〜

内
容　

大
野
藩
西
方
領
を
訪
ね
て

行
き
先　

織
田
町
・
越
前
町
な
ど

定
員　

20
人
（
先
着
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
　
　
　

参
加
者
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

５
０
０
円
（
バ
ス
代
・

　

入
館
料
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
５
）

日
時　

10
月
23
日
㊏
午
後
６
時
30

　

分
開
場
・
７
時
開
演

場
所　

文
化
会
館

内
容　

子
ど
も
音
楽
劇
と
大
型
紙

　

し
ば
い

入
場
料　

２
０
０
円
（
２
歳
未
満

　

は
無
料
）

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

文
化
振
興
室
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
６
）

日
時　

11
月
12
日
㊎
午
後
６
時
〜

場
所　

有
終
会
館

対
象　

主
に
今
年
か
ら
農
業
所
得

　

の
収
支
計
算
を
始
め
る
人

定
員　

１
０
０
人

受
講
料　

無
料
（
事
前
に
申
し
込

　

み
必
要
）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
農
業
委
員

　

会
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３

　

１
１
）

　

食
べ
物
の
賢
い
選
び
方
を
学
ん

で
、
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
に
挑

戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
13
日
㊏
午
前
９
時
〜

　

午
後
２
時

場
所　

有
終
会
館

対
象　

中
学
生

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

申
込
締
切
日　

10
月
20
日
㊌

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

　

現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
を
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
５
日
㊎
午
後
７
時
30

　

分
〜
（
当
日
午
後
５
時
〜
個
人

　

説
明
会
を
開
催
）

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象　

20
代
〜
30
代
の
既
婚
者

定
員　

20
人

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
保

　

険
証
券

申
込
締
切
日　

10
月
29
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１
）
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史
の
道
講
座

　
　
　
　

参
加
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募
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文
化
振
興
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種
大
会
参
加
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募
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ス
ポ
ー
ツ
課

秋
の
行
政
相
談
週
間総

務
課

　白山信仰の遺宝や未公開の資料を展示した展示会
と記念講演会を開催します。
●展示会
日時　10月８日㊎～12月４日㊏午前９時～午後４時
　　　（日曜・祝日は午後５時まで）
休館日　毎週月曜日、国民の祝日の翌日
場所　歴史民俗資料館
入館料　大人100円
　　　　小中学生50円
●記念講演会
日時　10月23日㊏
　　　午後１時30分～
場所　産業文化展示館
演題　奥越前、白山信仰の源流
講師　岩井孝樹さん（歴史民俗資料館館長）
問合せ先　歴史民俗資料館（☎65・5520）

市
こ
ど
も
劇
場

　

劇
団
ゆ
き
ん
こ
公
演

文
化
振
興
室

農
業
所
得
研
修
会

　
　
　

受
講
生
を
募
集

農
業
委
員
会

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21

　
　
　

参
加
者
を
募
集

若
葉
会

生
命
保
険
の
学
習
会

　
　
　
　

受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

「不動明王立像」
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さ
あ
〝
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
〞
の
到
来
で
あ
る
。

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
も

と
、
ば
て
気
味
だ
っ
た

体
を
動
か
し
、
元
気
を

取
り
戻
そ
う
。
そ
し
て

店
先
に
は
秋
色
の
食
欲
を
誘
う
、
か
ぼ
ち
ゃ
や

栗
や
さ
と
い
も
が
並
び
〝
食
欲
の
秋
〞
の
到
来

で
も
あ
る
▼
だ
が
、
そ
の
食
欲
が
怖
い
。
中
高

年
と
も
な
る
と
運
動
量
よ
り
も
カ
ロ
リ
ー
の
取

り
過
ぎ
と
な
り
、
高
脂
血
症
へ
と
つ
な
が
る
。

最
近
で
は
我
が
家
の
献
立
は
肉
料
理
よ
り
も
魚

料
理
が
多
く
、
酢
の
も
の
、
納
豆
、
ゴ
マ
あ
え

な
ど
が
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
、
家
族

か
ら
は
「
健
康
お
た
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
▼

こ
の
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
て
も
、
検
診
で
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
、
運

動
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
日
ご
ろ
、
あ
ま
り
体

の
負
担
に
な
ら
な
い
運
動
と
し
て
水
中
で
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
良
い
と
耳
に
し
て
い
た
の
で
、

あ
っ
宝
ん
ど
の
ア
ク
ア
体
操
教
室
に
申
し
込
ん

だ
▼
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
楽
し
く
体
を
動

か
す
こ
と
で
、
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
使
わ

な
い
筋
肉
を
鍛
え
、
脂
肪
を
減
ら
す
と
い
う
こ

と
で
、
疲
れ
も
残
さ
ず
、
筋
肉
痛
に
も
な
ら
な

い
こ
の
体
操
は
、
私
に
ぴ
っ
た
り
の
運
動
で
あ

る
。
特
に
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
水
の
抵

抗
を
受
け
な
が
ら
も
、
何
キ
ロ
で
も
歩
け
る
気

分
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
▼
今
年

は
「
第
十
七
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
」
が
福
井
県
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

大
勢
の
選
手
が
集
ま
っ
て
く
る
。
大
野
市
で
は

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
応
援
の

声
が
響
く
で
あ
ろ
う
。
さ
あ
、
自
分
に
合
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
こ
う
（
小
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

９月中の異動

９月１日現在
11,960世帯
39,476人
18,856人
20,620人

前　月　比
－15世帯
－55人
－17人
－38人

転入
転出

58人
103人

出生
死亡

25人
35人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

447件
100件
1人

124人
347件

平成16年
８ 月 末 比 較平成15年

８ 月 末
441件
92件
2人

140人
349件

＋6件
＋8件
－1人
－16人
－2件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

今
年
三
回
目
を
迎
え
た
「
大

野
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
」。
八
月

に
作
家
が
滞
在
し
た
今
井
区
の

ア
ト
リ
エ
に
は
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
連
日
大
に
ぎ
わ
い

で
し
た
。
十
月
か
ら
は
、
阪
谷

地
区
で
、
二
人
の
作
家
が
創
作

を
始
め
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
は
（
竹
）

編
集
後
記

内　訳

　

ほ
の
か
な
甘
さ
が
あ
っ
て
、

日
持
ち
が
良
い
と
評
判
の
「
中

野
ナ
ス
」。
サ
ト
イ
モ
や
ソ
バ

と
並
び
、
ふ
る
さ
と
の
味
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
が

し
っ
か
り
詰
ま
っ
て
煮
崩
れ
せ

ず
、
煮
物
料
理
に
最
適
。
市
内

で
十
二
軒
が
栽
培
し
て
お
り
、

今
年
は
約
二
十
㌧
の
出
荷
を
見

込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉛

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑲

南
専
寺
（
下
唯
野
十
八
ー
十
）

　

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
下
唯
野
駅
の
北
西
約
六
百
㍍
の
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
滑
ら
か
な
曲
線
が
特

徴
的
な
門
は
、
総
け
や
き
造
り
の
銅
板
葺ぶ

き
で
、
市

指
定
建
造
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

瀧
波
武
利
邸
（
中
野
町
一
丁
目
五
ー
六
）

　

下
庄
小
学
校
の
南
側
に
あ
る
白
山
神
社
裏
手
の
信

号
を
左
折
、
約
二
百
㍍
進
ん
だ
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
昔
の
庄
屋
の
趣
を
今
に
残
す
門
は
、
間
口
が
約

十
九
㍍
あ
り
、壮
大
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。


